
１．はじめに

昨年に引き続き公共工事における地域貢献につ

いて述べてみたい。昨年は工事発生品や余剰品を

使用した遊び場づくりについて報告したが、今回

は、地域の子供達に身近な自然を知ってもらうこ

とで、将来の地域づくりに役立ててもらおうと川

の図鑑を作成した。

写真―１ 作成した図鑑

工事概要

�１ 工 事 名：八幡地区舗装他工事

�２ 発 注 者：長崎河川国道事務所

�３ 工事場所：佐世保市中心部

�４ 工 期：平成２１年３月５日～

平成２１年１１月３０日

工事内容

ブロック舗装 １，４５０㎡

切削オーバレイ工 ７，６４０㎡

その他排水工 １式

２．課題

�１ 「コンクリートから人へ」
我々建設業界は、インフラの整備や災害復旧な

どで多大な社会貢献を果たしてきたと言える。し

かし、自然と人との調和を考えずにインフラ整備

を進めてきた我々土木技術者が、貴重な自然や歴

史・文化を失う手助けをしてきたことは否定でき

ない。

現政権が打ち出した「コンクリートから人へ」

の言葉どおり、一般市民は自然や地域のつながり

を切るような大型の公共事業を望んでいないこと

が明らかになってきた。

これは、現場の最前線で一般市民と関わってい

る我々土木技術者にとって、もっとも大きな課題

であるととらえ、当現場で「地域の人に何が残せ

るか」を考え実践してみた。

�２ 「子供の外遊びが減小した」
「子供の外遊びが減少した」という話をよく聞

くようになった。実際に外出しても習い事やゲー

ムに支配されており、体を動かす遊びも整備され
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た公園やスポーツクラブで行われることがほとん

どではないだろうか。

また子供が川・道・空き地・里山などで遊んだ

りする姿は皆無となり、遠い沖縄や北海道の自然

には詳しいのに、地元にどのような生きものが棲

んでいるかも知らない人（子供も大人も）が増加

している。また魚や蛍を放流するイベントに参加

して、水をきれいにする事（川の環境を考えずに）

や特定の生きものの数を増やす事（生態系を無視

して）が、生きものにとって良いことだと思い込

んでいる（思い込ませている）場面も見受けられ

る。そこで、地域の川に子供たちを呼び戻して川

のガキ大将を育てようという活動「シーボルトの

川づくり塾」に参加して、なにができるかを考え

てみた。

３．対応策と適用結果

�１ 「地域の川図鑑」をつくろう
「シーボルトの川づくり塾」で講義とワークシ

ョップに参加する中で、地域の人を川に呼び戻す

にはまず、子供たちの好奇心をくすぐるための「地

域の川図鑑が必要ではないか」という話になった。

そこで、夏休みの魚とりイベントなどを利用して

生きものを採取し、工事のイメージアップ費用を

使って「波佐見川たんけん図鑑」を作成すること

にした。

図鑑は、地域の人たちと大学関係者の協力で作

成することになり、企画・編集を私が担当した。

�２ 作成内容

以下の点に留意して図鑑を作成した。

� 地域の人たちによって採取された、川の中に

棲んでいる生きものすべてを対象とする。

（実際に捕まえた生きものに限定）

� 歴史・文化の要素を取り入れる

（少しでも多くの人達に関心を持ってもらうため、

シーボルトがオランダに持ち帰ったかもしれない、

というミステリーな要素を取り入れた）

� キャッチアンドリリースの原則

（エアーポンプを用意するなど、捕まえた魚を殺

さない配慮）

� 本流の各地点及び支流を区別する。

（地点別に棲んでいる生きものを紹介）

� 絶滅が危惧される種に配慮するとともに、好

奇心をくすぐる内容とする。

（採取場所を秘密にすることで、好奇心をくすぐ

るとともに乱獲を防止する）

� 地域の川の特徴を知る。

（他の国・地方の川との比較）

� 水辺の楽校の紹介

（水辺の楽校ができる過程を紹介）

	 川の危険性についても紹介する。

（身長１２０ｃｍ子供で実験）


 地域のイベントを紹介する。

（波佐見・緑と水を考える会の活動）

� 環境を守ることの本質の話を織り込む。

（九州大学の協力によるコラム掲載）

写真―３ 魚とりイベント

写真―２ ワークショップでの発表
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� 図鑑で紹介する魚の名前に地方名を入れる。

（地方名を次の世代に伝える）

� 地域の人が主役となることに留意。

（子供を川に呼び戻すにはまず大人を川に駆り出

す）

�３ 作成時の問題点

� 写真撮影の得意な人が不在

イベント時など、魚の採取に対して撮影が追い

つかないなど、不鮮明な画像が多く記録がなかな

残せない状況が続いた。

� 環境を守ることの本質をどう伝えるか

川の生息環境を改善せずに魚を増やそうとして

も魚は増えない。その事をどう図鑑に反映して伝

える事ができるのか？

� 編集作業が一部の人に偏る

積極的な人ほど多忙で、編集作業に人を集める

のが困難であった。

�４ 対応策

� 採取と写真撮影の地道な繰返し

満足が得られるまで採取と撮影を繰り返した。

ただし、時期によって捕獲できる生きものが変化

するため、不鮮明なまま掲載するデータもあった。

� 大学の先生にコラム掲載を依頼

川の環境を守るために、「何が間違っていて、

どうすればいいのか？」その本質をコラムにして

いただいた。

� インターネットを利用した編集作業

インターネットを活用して、データの確認と交

換を行った。

�５ 適用結果

地域の小中学校や行政関係に配布され、多くの

人達に感謝していただいた。ただ、工事の終了と

ともに長崎県から関西に移動したため、図鑑配布

の効果は地域の「波佐見・緑と水を考える会」の

写真―４ 作成していただいたコラム
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活動に委ねたいと考えている。

ただ、図鑑ができたことで、地元の小さな川に

多くの生きものが生息していることに驚きを持っ

てもらえるものと確信している。

４．おわりに

�１ ２・３版の発行を地域の子供たちに託す

初版を作成したことで、図鑑に対する課題や問

題点も出てくるであろう。また、今回図鑑に載せ

ることができなかった生きものも出てくるであろ

う。それらは是非、地域の子供達の「遊び」から

生まれる行動や好奇心によって改訂がなされ、図

鑑が進化していく事を願っている。

また地域の大人達には、安全を確保した上で、

子供たちを見守りながら様々な引き出しを用意し

てあげていってほしいと考えている。そして、そ

のような環境で育った子供達が１０年後・２０年後の

地域の川の姿を変えていってくれるものと信じて

いる。

�２ 他の現場への適用条件

日本は非常に多様な自然環境に恵まれているに

もかかわらず、それを知らない人が実に多く、今

回の活動の場である長崎県でも同様であった。

子供達への環境教育が充実する中で我々大人は、

特定の種や有名な地域の自然に関心が偏ることに

注意していかなくてはならない。

したがって、地域特有の「自分の足元の」自然

を知ってもらうという活動は、我々のような全国

を飛び回る土木技術者に課せられた使命であると

考えている。

�３ 今後の留意点

このような活動を単発で終わらせることのない

よう、他地域でも積極的に活動を継続し全国に広

めていく覚悟である。

（協力していただいた方々）

田崎工務店 田崎氏

九州大学 中島氏・島谷氏
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シーボルトの川づくり塾の塾生のみなさん

波佐見町のみなさん
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